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日本対がん協会「全国縦断 がんサバイバー支援ウォーク」について 

 

 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、公益財団法人日本対がん協会においては、一度でもがんと診断された方（が

んサバイバー）が希望と共に生きることのできる社会をつくることを目的として、平

成 29 年 6 月、「がんサバイバー・クラブ」事業を立ち上げ、様々な活動を実施してい

るところであります。 

今般、同事業の一環として、同協会会長の垣添忠生先生ががんサバイバーへの更な

る支援を訴えるため、全国がんセンター協議会加盟の３２病院を徒歩で訪問するとい

う「全国縦断 がんサバイバー支援ウォーク」をスタートいたしました。（2018 年２月

５日～７月 23 日（予定） 全行程約 3,500ｋｍ） 

垣添先生の最初の訪問先である九州がんセンター（福岡県）では、本職から、がん

サバイバー支援のため、「がん教育の推進」、「治療と仕事の両立支援」、「地域医療体制

の充実」に本会として努めていることなどを説明申し上げ、今回の「全国縦断 がん

サバイバー支援ウォーク」の周知等の協力について約束したところであります。 

今般の活動においては、医療関係者だけでなく、できる限り地域のがんサバイバー

の声を直接伺い、その支援に役立てたいとのことであります。 

つきましては、貴会におかれましても本活動についてご了知いただき、貴地域へ垣

添先生がご訪問の際には、ご支援・ご声援を賜りますとともに、本活動の貴会管下郡

市区医師会等に対する周知方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。 

なお、今後の全国各地の訪問予定の詳細については、同協会ホームページ（下記 URL

参照）に掲載されておりますことを申し添えます。 

 

 

※全国縦断 がんサバイバー支援ウォーク（日本対がん協会ＨＰ内） 

https://www.gsclub.jp/walk 

 

 

https://www.gsclub.jp/walk


2018 年 1 月 

「全国縦断 がんサバイバー支援ウォーク」 趣意書 

 

公益財団法人 日本対がん協会 

会長 垣添 忠生 

 

日本でがんと診断された人（サバイバー）は約 700 万人を下りません。生涯に 2人に 1人が罹患

し 3 人に 1人ががん亡くなります。それなのに、病気の実態や患者の悩みも周知されておらず、

就労対策などの社会的な支援も不十分です。 

がんと診断された人は強い不安や悲しみを感じ、時に疎外感を覚えます。治療中は常に再発の恐

怖に怯えます。私自身大腸がんと腎がんのサバイバーですが、私は専門医ですから、しかもがんは

早期発見でしたから、不安や孤独感を感じることはありませんでした。しかし一般の人の気持ちは

いかばかりでしょうか。 

この度、約 3,500km の道のりを歩いて全国縦断ウォークを実施してがん患者支援を訴えることを

決意しました。77 歳にして大いなる挑戦です。日本対がん協会・がんサバイバークラブのサポー

トのもと、全国のサバイバーにエールを送りつつ、日本国民にサバイバー支援を呼びかけます。 

 

下記のとおり、2018 年の 2月より半年間、全国がん（成人病）センター協議会【全がん協】加

盟の 32 病院を一筆書きの様に訪問します。病院幹部や各地リレー・フォー・ライフの実行委員、

対がん協会支部の皆さんにお会いするだけでなく、できる限りサバイバーの方にもお会いして、そ

の切実な声に耳を傾け、サバイバー支援に役立てたいと考えています。全国各地で、私のウォーク

に賛同していただける方々の、がんサバイバー・クラブへ参加やご寄付をお待ちします。ぜひ一緒

に「サバイバー支援」への声をあげていただければ幸いです。 

 

記 

 

１．名 称 ： 全国縦断 がんサバイバー支援ウォーク 

 

２．主 催 ： 公益財団法人日本対がん協会・がんサバイバークラブ 

       http://www.jcancer.jp/  https://www.gsclub.jp/ 

 

３．期 間 ： 2018 年 2 月 5 日（月）～2018 年 7 月 23 日（月）予定 

 

４．訪問先 ： 全国がん（成人病）センター協議会【全がん協】加盟 32 病院（別紙をご参照く

ださい） 

  

http://www.jcancer.jp/
https://www.gsclub.jp/


 

垣添忠生（かきぞえ ただお）プロフィール 

1941 年大阪生まれ、1967 年東京大学医学部医学科卒業。泌尿器科を専攻し、1975 年より国立

がんセンター泌尿器科医員。1992 年中央病院長。2002 年国立がんセンター総長。2007 年定年

退職し、現在は公益財団法人日本対がん協会会長。高松宮妃癌研究基金学術賞、日本医師会医

学賞、瑞宝重光章などを受賞。著書に『妻を看取る日』（新潮社）、『悲しみの中にいるあな

たへの処方箋』（新潮社）、『巡礼日記-亡き妻と歩いた 600 キロ』（中央公論新社）など。 

 

 

 

 


